
令和 1 年度実績（環太平洋地域文化研究所） 

◇科学研究費：採択研究課題（代表：24 件） 

研究種目 研究代表者 研究課題 研究開始年度 
研究終了年度 

（延長等含む） 

基盤研究Ｃ 
小嶋 洋輔 

（国際学群） 
琉球弧における島尾敏雄受容史の構築 平成 28 年度 平成 31 年度 

基盤研究Ｃ 
嘉納 英明 

（国際学群） 

沖縄の字公民館幼稚園を支える地域の教

育自治に関する研究 
平成 28 年度 平成 31 年度 

基盤研究Ｃ 
伊波 弘幸 

（看護学科） 

終の棲家で最期を安心して迎えるための

入所者参画型看取り看護ガイドラインの

構築 

平成 28 年度 平成 31 年度 

基盤研究Ｃ 
玉井 なおみ 

（看護学科） 

乳がん患者の生命予後に影響するオーダ

ーメイドのウォーキングプログラムの開

発と普及 

平成 28 年度 平成 31 年度 

基盤研究 C 
佐久川 政吉 

（看護学科） 

「オオキナ和」プロジェクトによる相互扶

助を活かした地域包括ケアシステム開発 
平成 29 年度 平成 31 年度 

基盤研究Ｃ 
坪井 祐司 

（国際学群） 

国民国家建設期の東南アジアにおけるマ

レー・ムスリムのネットワーク 
平成 29 年度 平成 31 年度 

基盤研究Ｃ 
小柳 弘恵 

（研究員） 

『離島の子育て“届ける”支援プロジェク

ト』 ～村・医・学連携システムの構築～ 
平成 30 年度 平成 32 年度 

基盤研究Ｃ 
安仁屋 優子 

（看護学科） 

都市部と農漁村部における地域力を活か

した「近助」ケアシステムの開発 
平成 30 年度 平成 32 年度 

基盤研究Ｃ 
島袋 尚美 

（看護学科） 

ヘルスリテラシーの向上に着目した島民

の「肝臓を守る健康教育プログラム」の開

発 

平成 30 年度 平成 32 年度 

基盤研究Ｃ 
中村 浩一郎 

（国際学群） 

ヨーロッパ言語と日本語・中国語比較によ

る主題構造のカートグラフィー研究 
平成 31 年度 平成 33 年度 

基盤研究Ｃ 
渡慶次 正則 

（国際学群） 

談話と理解度を中心とした小学校英語教

員のオンラインによるスピーキング能力

の開発 

平成 31 年度 平成 33 年度 

基盤研究Ｃ 
清水 かおり 

（看護学科） 

離島・へき地で働く看護職者のキャリア発

達支援と継続教育方法の検討 
平成 31 年度 平成 33 年度 

基盤研究Ｃ 
西田 涼子 

（看護学科） 

輸入感染症の脅威にさらされている沖縄

県在住大学生の危機意識の実態と支援体

制の構築 

平成 31 年度 平成 33 年度 

基盤研究Ｃ 
鬼頭 和子 

（看護学科） 

精神障害者の生活行動に急速な改善をも

たらすフットケアによる看護援助モデル

の開発 

平成 31 年度 平成 33 年度 

基盤研究Ｃ 
下地 幸子 

（看護学科） 

認知症支援困難事例から始まる地域と大

学との協働による地縁ネットワーク開発 
平成 31 年度 平成 33 年度 
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若手研究 
仲尾次 洋子 

（国際学群） 

台湾進出日本企業を対象とした国際財務

報告基準の戦略的適用に関する研究 
平成 30 年度 平成 32 年度 

若手研究 
卯田 卓矢 

（国際学群） 

近現代の比叡山におけるツーリズム空間

化による教団システムの変容 
平成 30 年度 平成 32 年度 

若手研究 
山城 智史 

（ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ機構） 

明治期における条約改正交渉と「琉球処

分」政策のトランスナショナルな連動性 
平成 30 年度 平成 32 年度 

挑戦的研究

（萌芽） 

鈴木 啓子 

（看護学科） 

沖縄の地域文化に根ざした自死遺族支援

の構築―相互扶助の中で忌避される自死

― 

平成 30 年度 平成 32 年度 

挑戦的研究

（萌芽） 

小川 寿美子 

（ｽﾎﾟｰﾂ健康学科） 

島嶼地域における女性の主体的移動と近

現代社会に与えた普遍的インパクトに関

する研究 

平成 30 年度 平成 32 年度 

若手研究 屋良 健一郎 和歌・和文から見た琉球・日本の文化交流 平成 31 年度 平成 34 年度 

若手研究 
田場 真由美 

（看護学科） 

へき地のソーシャル・キャピタルを

「8050」世帯の支援に活かす介入研究 
平成 31 年度 平成 33 年度 

若手研究 
平野 貴也 

（ｽﾎﾟｰﾂ健康学科） 

国際的スポーツイベントを通じた都市ブ

ランディングに関する実証的研究 
平成 31 年度 平成 33 年度 

若手研究 
玉城 将 

（ｽﾎﾟｰﾂ健康学科） 

卓球において回転戦術が得点に及ぼす影

響の定量化 
平成 31 年度 平成 33 年度 

 


